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1. 2024年3月期第3四半期の連結業績（2023年4月1日～2023年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年3月期第3四半期 16,304 ― 1,331 ― 1,394 ― 950 ―

2023年3月期第3四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

（注）包括利益 2024年3月期第3四半期　　1,177百万円 （―％） 2023年3月期第3四半期　　―百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2024年3月期第3四半期 98.43 ―

2023年3月期第3四半期 ― ―

（注）2023年３月期連結会計年度末より連結財務諸表を作成しているため、2024年３月期第３四半期の対前年同四半期増減率及び2023年３月期第３四半期に
ついては記載を省略しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2024年3月期第3四半期 12,962 8,386 64.7

2023年3月期 12,724 7,495 58.9

（参考）自己資本 2024年3月期第3四半期 8,386百万円 2023年3月期 7,495百万円

(注)当第３四半期連結会計期間において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、2023年３月期の連結財政状態について、暫定的な会計処理
の確定の内容を反映させております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年3月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00

2024年3月期 ― 0.00 ―

2024年3月期（予想） 30.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

2023年３月期　期末配当金の内訳　普通配当25円00銭　特別配当５円00銭

3. 2024年 3月期の連結業績予想（2023年 4月 1日～2024年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,570 ― 1,561 ― 1,626 ― 1,094 ― 112.30

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

（注）2023年３月期連結会計年度末より連結財務諸表を作成しており、また、連結子会社のみなし取得日を同連結会計年度末日としていることから、対前期増減
率については記載を省略しております。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年3月期3Q 10,800,000 株 2023年3月期 10,800,000 株

② 期末自己株式数 2024年3月期3Q 1,144,605 株 2023年3月期 1,151,581 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年3月期3Q 9,652,098 株 2023年3月期3Q 9,777,117 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変
化等により、上記予想数値と異なる場合があります。

　なお、上記予想に関する事項は添付資料の２ページを参照してください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

当社グループは前連結会計年度末より連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期との比較・分析の記載は行

っておりません。また、当第３四半期連結会計期間において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、

前連結会計年度末との比較・分析にあたっては、暫定的な会計処理の確定による見直し後の金額によっております。

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の法的位置付けの変更により様々

な制限が大幅に緩和されたことで、経済活動の正常化に向けた動きが進み、景気は緩やかな回復基調となりまし

た。一方で、長期化するウクライナ情勢やパレスチナでの紛争等に起因する物価高騰や世界的な金融引き締めによ

る景気への影響が懸念され、先行き不透明な状況にあります。

国内の情報サービス市場におきましては、企業のビジネス変革や働き方改革に向けたデジタル化（ＤＸ）の取り

組みが継続しており、それを支えるＩＴ需要は堅調に推移しました。しかしながら、経済環境の先行きには不透明

感が残っており、企業のＩＴ投資への影響を注視していく必要があります。

このような環境のもと当社グループは、「中核事業の拡大」「次期成長事業の創出」「事業基盤の強化」を中期

経営方針として当社グループのケイパビリティ拡大を目指す３ヶ年の中期経営計画を策定し、推進してまいりまし

た。具体的には、中核事業の拡大及び次期成長事業の創出の両面を見据えたクラウドネイティブ人材の育成に取り

組み、クラウドネイティブな開発に対応できる体制の構築を進めてまいりました。また、当社グループの連携やパ

ートナー企業との連携による案件対応力の強化や、中長期を見据えた人財投資やデジタル化投資など事業基盤の強

化に取り組んでまいりました。

当第３四半期連結累計期間での動向を品目別に見ますと、コンサルティング及びシステムインテグレーションサ

ービスでは大手ベンダー経由のシステム開発案件や総合物流企業におけるシステム開発案件が、またシステムマネ

ージメントサービスにおいては、大手ベンダー経由の基盤・環境構築案件がそれぞれ好調に推移しました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、16,304百万円となりました。利益面は、営業利益1,331百万

円、経常利益1,394百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益950百万円をそれぞれ計上しました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は12,962百万円となり、前連結会計年度末に比べ238百万円増加

しました。これは主に「投資有価証券」の増加379百万円、「繰延税金資産」の減少100百万円、「受取手形、売

掛金及び契約資産」の減少73百万円、「現金及び預金」の増加71百万円によるものであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は4,575百万円となり、前連結会計年度末に比べ652百万円減少

しました。これは主に「賞与引当金」の減少441百万円、「未払法人税等」の減少255百万円、流動負債の「その

他」に含まれる「預り金」の増加183百万円、同じく流動負債の「その他」に含まれる「未払費用」の増加151百

万円によるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は8,386百万円となり、前連結会計年度末に比べ891百万円増

加しました。これは主に「利益剰余金」の増加660百万円、「その他有価証券評価差額金」の増加221百万円によ

るものであります。

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の58.9％から64.7％となっております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年３月期通期の連結業績予想につきましては、当第３四半期連結累計期間の業績及び現状の事業状況、事業

環境を勘案しました結果、概ね2023年５月12日に公表しました連結業績予想の範囲内で推移しており、現時点にお

いて同予想値に変更はありません。

なお、実際の業績につきましては、今後様々な要因によって予想値と異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,181,063 5,252,673

受取手形、売掛金及び契約資産 3,581,579 3,507,915

有価証券 - 10,000

商品及び製品 440 -

その他 189,439 201,330

貸倒引当金 △225 △225

流動資産合計 8,952,297 8,971,693

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 86,793 80,738

土地 116,992 116,992

その他（純額） 8,348 8,660

有形固定資産合計 212,134 206,391

無形固定資産

ソフトウエア 84,972 65,291

のれん 159,984 142,843

顧客関連資産 156,000 139,285

その他 8,835 8,835

無形固定資産合計 409,792 356,256

投資その他の資産

投資有価証券 2,007,414 2,386,532

繰延税金資産 877,423 777,134

その他 265,036 264,404

投資その他の資産合計 3,149,874 3,428,071

固定資産合計 3,771,801 3,990,719

資産合計 12,724,099 12,962,412
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 874,728 779,790

１年内返済予定の長期借入金 60,000 60,000

未払金 335,358 341,543

未払法人税等 428,229 173,134

賞与引当金 1,180,949 739,778

役員賞与引当金 36,051 -

受注損失引当金 43,706 11,807

その他 376,080 699,687

流動負債合計 3,335,104 2,805,742

固定負債

長期借入金 200,000 155,000

退職給付に係る負債 1,550,663 1,477,767

資産除去債務 65,184 65,252

繰延税金負債 48,087 42,305

その他 29,800 29,800

固定負債合計 1,893,734 1,770,125

負債合計 5,228,838 4,575,867

純資産の部

株主資本

資本金 1,180,897 1,180,897

資本剰余金 1,105,410 1,105,671

利益剰余金 5,120,982 5,781,560

自己株式 △536,974 △533,767

株主資本合計 6,870,316 7,534,361

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 473,999 695,776

退職給付に係る調整累計額 150,944 156,407

その他の包括利益累計額合計 624,943 852,184

純資産合計 7,495,260 8,386,545

負債純資産合計 12,724,099 12,962,412
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
　至 2023年12月31日)

売上高 16,304,498

売上原価 12,995,989

売上総利益 3,308,508

販売費及び一般管理費 1,977,109

営業利益 1,331,398

営業外収益

受取利息 5,015

受取配当金 37,924

助成金収入 1,404

為替差益 3,851

持分法による投資利益 9,996

雑収入 6,357

営業外収益合計 64,550

営業外費用

支払利息 924

雑損失 228

営業外費用合計 1,153

経常利益 1,394,796

特別利益

投資有価証券売却益 159

特別利益合計 159

特別損失

固定資産廃棄損 0

特別損失合計 0

税金等調整前四半期純利益 1,394,956

法人税等 444,926

四半期純利益 950,030

非支配株主に帰属する四半期純利益 -

親会社株主に帰属する四半期純利益 950,030
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
　至 2023年12月31日)

四半期純利益 950,030

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 221,776

退職給付に係る調整額 5,463

その他の包括利益合計 227,240

四半期包括利益 1,177,270

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,177,270

非支配株主に係る四半期包括利益 -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によってお

ります。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

（重要な後発事象）

（自己株式の取得）

当社は、2024年２月９日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同

法第156条の規定に基づき、下記のとおり自己株式を取得することを決議いたしました。

１．自己株式の取得を行う理由

経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の実施を可能とするとともに、資本効率の向上を図るためであ

ります。

２．取得にかかる事項の内容

(1) 取得対象株式の種類 当社普通株式

(2) 取得する株式の総数 100,000株（上限）

（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合1.04％）

(3) 株式の取得価額の総額 100百万円（上限）

(4) 自己株式取得の期間 2024年２月13日から2024年４月30日まで

(5) 自己株式取得の方法 東京証券取引所における市場買付け

　


